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こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
表
現
規
制
は
、
社
会
的
な

事
件
や
市
民
レ
ベ
ル
の
運
動
な
ど
、
原
因
と
な
る
何
ら

か
の
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
。
今
回
の
条
例
改
正
案
が
唐

突
な
印
象
を
受
け
る
の
は
、
そ
う
い
っ
た
具
体
的
な
事

象
が
な
い
か
ら
だ
。
東
京
都
が
指
定
す
る
不
健
全
図
書

の
数
が
引
年
以
降
減
少
を
続
け
て
い
る
一
方
で
、
警
察

庁
の
「
犯
罪
統
計
書
」
に
よ
れ
ば
、
幼
女
に
対
す
る
強

姦
被
害
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。
他
の

あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
検
討
し
て
も
、
不
健
全
図
醤
と
犯

罪
と
の
因
果
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
「
子
供
が
危
な
い
」

と
い
え
る
証
拠
す
ら
見
つ
か
ら
な
い
。

規
制
賛
成
派
は
こ
の
「
証
拠
論
」
に
な
る
と
途
端
に

口
を
つ
ぐ
む
。
話
を
逸
ら
す
。
具
体
的
な
事
実
が
あ
っ

て
、
そ
の
原
因
が
漫
画
だ
と
い
う
根
拠
が
あ
る
の
な
ら
、

漫
画
業
界
も
対
応
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
そ
も
そ
も
公
権
力
に
よ
る
規
制
は
極
力
少
な
く
あ

る
べ
き
だ
し
、
や
む
を
得
ず
実
行
さ
れ
る
場
合
も
、
あ

く
ま
で
も
最
後
の
手
段
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
迷
惑

な
隣
人
を
注
意
せ
ず
に
、
い
き
な
り
警
察
を
呼
ん
で
し

ま
う
よ
う
な
人
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
う
。

さ
て
、
今
回
の
条
例
改
正
案
の
内
容
で
、
漫
画
に
関

係
す
る
の
は
主
に
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
①
自
主
規
制

範
囲
・
不
健
全
図
書
指
定
範
囲
を
「
非
実
在
青
少
年
」

描
写
物
な
ど
ま
で
拡
大
（
第
七
条
、
第
八
条
、
第
九
条

の
二
）
、
②
法
律
が
定
め
る
児
童
ポ
ル
ノ
と
「
非
実
在

青
少
年
」
描
写
物
な
ど
の
同
一
視
化
（
第
十
八
条
の
六

■東京都青少年健全な育成に関する条例改正案（抜粋）
＊囲み内は惟正部分

咽盲踊W娠売寄及〔j興行の同全廻副

誘七条図畠”兜行b唾又は貸付けを案とする毒並び砿轌等を主侭する者及び頁行咽唄
行泌瑳(昭和二十三年濁な蕗百三代号）篭一条啄行塊をいう歯以下同哩）を鯉鴬する譜は
図嘗頑又は諏葡の内容雌”各号のいずれかに麟当すると“るときは､相互に協力し、緊
密嫁連蜘下に．当蛾図轡韻又は…老胃少年に賑発し､鋲砺し、若しくは貸し付け、又は観
覧させないように釘めなければならない．
一冑少年に対し，性的酬衙を刺激L､諏由蜂を助長し､又は自段若しくは郷を鵠発し、肖少

ノ
単
純
所
持
の
禁
止
（
第
十
九
条
の
六
の
四
）
、
④
都

民
に
よ
る
表
現
の
監
視
・
表
現
狩
り
の
推
奨
（
第
十
八

条
の
六
の
こ
の
４
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
に
つ
い
て

は
表
現
規
制
に
つ
な
が
る
と
の
指
摘
を
受
け
、
都
は
「
誤

解
で
あ
る
」
と
し
て
４
月
お
日
以
降
、
立
て
続
け
に
「
質

問
回
答
集
」
を
作
成
し
た
。
だ
が
、
こ
う
い
っ
た
も
の

を
発
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
に
都
の
問
題
が
あ
る
。

日
本
は
犯
罪
行
為
の
内
容
と
刑
罰
を
、
あ
ら
か
じ
め

明
確
に
規
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
罪
刑
法

定
主
義
」
を
採
用
し
て
い
る
。
法
律
や
条
例
は
条
文
が

全
て
で
あ
り
、
今
回
の
条
例
改
正
案
は
、
ま
さ
し
く
誤

読
の
可
能
性
が
取
り
除
か
れ
て
い
な
い
こ
と
こ
そ
が
問

の
二
）
、
③
法
律
で
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
児
童
ポ
ル
題
な
の
だ
が
、
「
質
問
回
答
集
」
は
図
ら
ず
も
誤
読
の

’

二年齢又は服侭所持品.鐸､背景その“人唾齢を迩目させる朋項の表示又は音胴によ暑
赫ら十ﾉ嘘米燭として喪現されてし､ると錘されるもの似下琲実在冑少年』という.）を
|H手方とする又は非実圧肖少年による性交又は性交類蜘苛為に係る非実在資少年の妻纏を柵覚に
よりl郷することができる方法画だりに性的対象として杓定的に描写することにより、胃少年
か性にl淵W､る健全な1脚i能力のH城を佃盲し、尚少年の趣全な成長老醐嘗するおそれがあるもの

1

1 (不健全な図膚耐専の1B定）

”1糸知制#､次に郷ﾅるものを冑少麺健全な育成を阻害するものとしてｲI筵することが罐る．
一鰻亮さ札若し<牡頒布され又は閲覧若しくは剛寛に供されてし､る図宙剛又は畉調聯で、
その内窟娘W少年に対し､著しく性的盛慣を刺激し、苔だしく髄虚性を助長し､又は鞍し<自
職若しくは犯yRを鵬発するものとして、東京都規則壷める基準に瞳当し．膏少年の鯉全な成畏
唇蝿轡するおそれがあると鯉められろもの

二廠売されじ着

その内容麟踊七

,ご描写したもので

蔑副剛1ﾘで定める

三販売され．又は鱗布されている流民蛾でLその卿造又は椀…京鰹班jWで定める羅襲I

鎖圏し、資少年の健全な庇長を組杏するおそれがあると鋤られるもの

四賑売さ繩又は麟稲されている誠返その1月壷又は掛罷…秘規則で定める難準に峨当
し、肖少年又はその御者の生命又』ま身体#こ対し､危険又は被害を誘発するおそれがあると鹿め
られるもの

(磯示図■…売滞の癖》

郷味の二図嘗Rnの発行奄案とする者〈以下『図雀頚発行累鋤という"）娃図盲”発行、
薩売若しくは輿付けを典とする者により梢賎する団体で倫理現鋼専により自主規鮒を行うもの
〈以下『自主蜆”体』という"）又は自ら娘次の各号に掲げる懸厚に蝿らし、それぞれ当餓各
号に定める内割こ餓当すると鋤る図杏醜こ､背少年が閲覧し､又は硯寛すること逼当ではい
日の讃流をするように閉めなければならない．

－窮八条爾一咽認一号の頚京都岨刑で定める基率青少璃ご対し、性的怒伯唇剃激し、雛塵惟
を助艮し、又I姻股若しくはﾘ醐潰を鵬発し､背少麺02全准鹿畏を朔翻るおそれがあるもの
二雨八条師一J例飛二号の東京都"1期で定める基準非実在青少年を梱手万とする又はｦ醒在澗
少蛾による性交又は性交蹴俶行為に係る非実在冑少年の湊態謝凡党により腿鍵する運とがで響暑｜

断法でみ随ﾘに性的地として胸定的に描写することにより‘肯少年の性に閲するQ'“判wimil伽の形峨稚阻轡し、背少年の健全な成長を阻害するおそれがあるもの

の問題点は
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
立
証
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
「
質
問
回
答
集
」
は
あ
く
ま
で
、
現
時
点
で
の

都
の
見
解
で
あ
る
。
福
田
康
夫
元
首
相
は
か
つ
て
「
法

解
釈
は
前
政
権
の
見
解
に
必
ず
し
も
拘
束
さ
れ
な
い
」

と
い
う
主
旨
の
発
言
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
確
か
に
正

論
で
あ
っ
て
、
今
回
の
担
当
部
署
で
あ
る
都
青
少
年
・

治
安
対
策
本
部
の
倉
田
潤
本
部
長
も
、
警
察
庁
交
通
企

画
課
長
時
代
に
「
前
任
者
が
こ
の
席
で
何
を
言
っ
た
か

は
知
り
ま
せ
ん
が
」
と
述
べ
て
い
る
の
だ
。
担
当
者
が

変
わ
れ
ば
当
然
の
こ
と
、
変
わ
ら
ず
と
も
解
釈
が
変
わ

る
可
能
性
は
あ
る
。
し
ず
か
ち
や
ん
の
お
風
呂
シ
ー
ン

も
、
ワ
カ
メ
ち
ゃ
ん
の
パ
ン
チ
ラ
も
、
い
つ
だ
っ
て
Ｎ

どこ？
世間の注目を浴びた「非実在青少年』という

オリジナリティあふれるネーミング以外にも

期八条謝一馴痢二弓の東京都"側で定める基準非実在青少年を4呼方ど
'鯉による性交又は性交餓似行為に係る非実在尚少年の湊態壱視覚により腿撫
法でみだりに性的対奴として脚定的に描写することにより、肯少年の性に間
の形峨准阻轡し、資少犀の艘全な成畏を阻害するおそれがあるもの

条例改正案にはいろいろな問題点があっ
あらためて条文を読み返してみよう鵬撫鰡燃

(児蓮榊ﾚﾉの柵“ひ間少年性的視覚掻写物の讃ん廷抑止に向けた棚の質淵）
卿十八糸の六の二卿は.児屋ボﾙﾉ《児逼買饗児遍ボﾙﾉに係る行熟専の処鋤及び児量の脚
幽専に柵する謝&（平鹿･卜一年濁鵬輔五十二号〉第二麺匡項にjji定する児図ｵ抑ノをいう‘,以
下同じ.）を根絶すべきことについて馴楽者及び湿函“を深めるための気…成1噸めると
ともに､潮罵粥及び部民と油捌し､児童ポルノを根絶するための環境の遵偶に努める資勝を有す急‘
2敏さ、貞少年性蠅拠撒…《謂七条各等に鹸当する図出頭又は賊麗禰のうち､当肥圃蜜IN
Rは敢蚤塀において冑少年が性的対象として扱われているもの及〔廓.十八条の六の郵一珊噸
■銀又は唖滞をいう“以下伺峰》を宏ん延させることにより背少年をみ臆リに1麺対象とし
て扱う郷目壁助長すべきてないことについて事粟者及び都鼬醗老藻めるための気…劇ご
”るとともに、蝋裏番及ひ郷民と連舞し．胃少年1鈎視”軸を胃少年が容易に閥寛又'刺
Eすることのないように、そのまん延を抑止するた…”整郵こ努める資協を荷する
3鱗＆みたりに性的対象として扱われることにより心身に有害な影暫を受けた冑少年に対し
その固機に負する支撮のための姻亜を過切に膜ずるものとす垂
4馴さ、串残者及び翻園こよる児迂抽ﾚﾉの根埋ひ青少年性的視覚猫…表ん砥の抑止に
噸ﾅた活勧に対し、支撮及び酪力を行うように努めるものとすこ

【児童卿ﾚﾉの1日唾び冑少年性的視覚溢鋤のまん延抑止に向けた珊粟者の資捌
麻十八糸の六の三駆棄箔は、綴が実施する児且ポルノの梱胞に閏する魔策に協力するように弱
めるもo)とす愚

2鋼緊萄'よ、側少年をみだりに性的対象として扱う民潮を助長すべきでないことについて”
壁認め、その隅閑活醐尽醐し、冑少年性的視覚描写物が膏少年の性に関する健全な甲断能力の彫
瞳を剛番するおそれかある匡とに研摩し、他の事粟者と協力して、肯少年が容易にこれを“又
#&1瓦することのないようにするための適切な描置をとるように勢めるものとする．

(児黛ポルノの槻秘び冑少年性的視覚；燭､の窪ん延抑止に向けた都I篭報の閃渦）
恥十八細六の四何人も、児園獅レノをみだりに所持しない輿閥遅有する。
2部晩は、柳か輿臆する児童ボﾙﾉの根魁E閲する施策に協力するように鰯めるものとする“
3部卿*、閃少年をみたリに性的対象として扱う風潮を助長すべきでないことにつし,て鋤穆
I厩め、肯少年性的視覚脳写物が肯少年の性！［間する､R全な判断能力の形硴を阻害するおそれがあ
ることに剛息し、尚少年か容易にこれを伽覧又は観覧することのないように斑めるものとする凶

〈胃少年を性的対象として姫う因沓銅に係る保腰者零の資卿
踊十八糸の六の五蝿醗W鴎児童ポルノ及び冑少年のうち罎琉未溌の者であって衣服の全
服蓉し<は訓壱薯けない状嘩1鉢壇若しくは下巷のみを義けた状態にれらと問Wとみなさ
､る状醒巷含む‘）にあるものの扇憤的な…視覚により…ることができる方誌でみだり
19性的対象として描写した因幽鯛(児童ボﾙﾉに践当するものを隙<"）又は畉轟野において冑
少年が性的対象として扱われることか尚少年の心身I雨害錘鷲そ及ぽすことに苗厚し、冑少年
か児盈ポルノ及び当幽轡眼又は瘤Wの対象とならないように遇切怠侭泌睦笹噴ひ牧育に卿鋤
“ﾅればならない

2■屡抵は、その事案活翻E間し、肯少年のうち1三重…者が…嘗趣は唖寄切
吋象とならはいように勢め怠け加州fならなしL

3知剛は、剛日蕃又は串康蕃が胃少年のうち程歳蓉の都こ係る繁一…省踊又は輯W
r著しく凧傭的仁ものとして廠京擁蝿Nで定める墓剰ご醒当するものそ顛売し､若しくは麟布し、
叉はこれを隠潅し<はN砿に供したと腿めるときは､当鰻踊碁者又は事粟者に対し必要なIBw
又は助商をすることができ匙

4知眼は､嫡緬掘塀又は助倉を行うため必要と認めるときは､“荷及び事累醤に対し“
贋1-＜趾国別の堺111振魏船一▽I土謹荘醸香審才墨戸歩…象
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東京都｢非実在青少年」

条例について考える
｜

’

東
京
都
の
個
別
指
定
で
は
、
都
に
よ
っ
て
セ
レ
ク
ト

さ
れ
た
出
版
物
に
つ
い
て
、
ま
ず
出
版
関
係
の
団
体
な

ど
が
出
席
す
る
「
打
ち
合
わ
せ
会
」
で
聞
き
取
り
が
さ

Ｇ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
悪
意
的
な
運
用
が
可
能
な

の
だ
。そ

も
そ
も
性
的
な
描
写
に
つ
い
て
は
「
非
実
在
青
少

年
」
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
関
係
な
く
、
既
に
条
例

に
よ
る
規
制
と
自
主
的
な
規
制
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
が
行

わ
れ
て
い
る
。
不
健
全
図
書
の
指
定
は
各
都
道
府
県
が

行
う
の
だ
が
、
実
は
東
京
都
に
限
っ
て
は
連
続
３
回
ま

た
は
年
５
回
以
上
指
定
さ
れ
る
と
取
次
が
取
り
扱
わ
な

く
な
る
と
い
う
、
出
版
業
界
に
よ
る
厳
し
い
自
主
規
制

ル
ー
ル
が
あ
る
。
取
次
を
通
せ
な
い
出
版
物
は
事
実
上

販
路
を
断
た
れ
る
た
め
、
東
京
で
は
「
個
別
指
定
」
と

い
う
方
法
で
慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

他
道
府
県
で
一
般
的
な
の
は
「
包
括
指
定
」
と
い
う

方
法
で
、
こ
れ
は
「
卑
狼
な
姿
態
が
全
体
の
１
／
３
ま

た
は
加
頁
以
上
」
な
ど
、
半
ば
機
械
的
に
選
別
を
す
る

方
法
だ
。
出
版
物
以
外
で
は
、
映
像
作
品
（
ア
ダ
ル
ト

ビ
デ
オ
な
ど
）
や
ゲ
ー
ム
な
ど
「
団
体
指
定
」
と
い
う

方
法
を
採
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
指
定
さ
れ
た
団
体

が
審
査
を
行
う
方
法
だ
が
、
警
察
Ｏ
Ｂ
な
ど
天
下
り
の

温
床
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
、
ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
の
自
主
管
理
団
体
で
あ
る
日
本
ビ
デ
オ
倫
理

協
会
（
ビ
デ
倫
）
は
警
察
庁
か
ら
の
天
下
り
を
締
め
出

し
た
直
後
に
強
制
捜
査
を
受
け
、
逮
捕
者
を
出
し
た
。

が
多
数
を
占
め
た
も
の
は
再
検
討
さ
れ
、
そ
の
上
で
青

少
年
健
全
育
成
審
議
会
に
お
い
て
指
定
が
行
わ
れ
る
仕

組
み
だ
。
出
版
社
が
集
中
し
て
い
る
東
京
だ
か
ら
こ
そ
、

影
響
の
大
き
さ
を
鑑
み
て
、
は
じ
め
に
業
界
団
体
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

も
し
、
現
状
の
指
定
基
準
に
問
題
が
あ
る
の
な
ら
ば
、

関
係
機
関
が
議
論
を
深
め
て
、
審
査
段
階
で
基
準
を
見

直
せ
ば
い
い
。
代
替
手
段
が
あ
る
の
に
新
た
に
条
例
を

作
る
こ
と
は
、
保
護
法
益
（
規
制
す
る
こ
と
で
保
護
・

実
現
す
る
で
あ
ろ
う
社
会
的
利
益
）
が
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
条
例
改
正
案
が
作
ら
れ
た
た
の

か
。
背
景
に
は
警
察
の
意
向
が
見
え
隠
れ
す
る
。

れ
る
。
こ
こ
で
不
健
全
図
書
指
定
に
対
す
る
反
対
意
見 '’
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1
児童ポルノ法の第2条3項では「児童を

相手方とする又は児童による性交又は性交
類似行為に係る児童の姿態」『他人が児童

の性器等を触る行為又は児童が他人の性器

等を触る行為に係る児童の姿態であって性

欲を興溝させ又は刺激するもの」「衣服の

全部又は－部を薪けない児童の姿態であっ
て性欲を典落させ又は刺激するもの」を視

覚で縄織できる描写物を「児童ポルノ』と
して定義している。

このうち問題になるのは3つ目の、いわ

ゆる「三号ホルノ」といわれるものだ。衣

服の一部を着けないということは、水着姿

も下着姿も含まれる可能性があるわけで、

『非実在衝少年』と同様に､非常に畷昧で窓

意的なな解釈が可能な条文となっている。

単純所持規制が問題となるのは、特にこの
部分が原因といっていい。欧米においては
より厳密な規定が定められているのだが、

風呂に入った娘の写真を所持していた父親

が逮捕されるなど、法律が本来持っている

目的とは違った恐意的な運用が実際に行わ
れたケースもある。

それでもr17歳の水潜の写真」で捕ま
る可能性がゼロでない国は、日本以外では

皆無だ‘単純所持規制に伴う冤罪の危険性
も重要な問題だが、そもそも「児童」の定

義やポルノとヌートの違いなど、大訪提と
なる部分があやふやなまま赫子されている
のが、日本の児童ポルノ法なのである。

児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
で

規
定
さ
れ
て
い
る

『
三
号
ポ
ル
ノ
』
の

問
題
点
と
は
？

こ
れ
ま
で
も
都
の
青
少
年
育
成
条
例
は
何
度
か
改
正

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の

が
、
広
島
の
暴
走
族
対
策
や
「
歌
舞
伎
町
浄
化
作
戦
」

に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
元
警
察
官
僚
、
竹
花
豊

元
副
知
事
だ
っ
た
。
今
回
の
改
正
案
も
、
担
当
部
署
の

倉
田
本
部
長
、
櫻
井
美
香
青
少
年
課
長
は
と
も
に
警
察

庁
か
ら
の
出
向
者
で
あ
る
。

５
月
Ｗ
日
に
東
京
・
池
袋
の
豊
島
公
会
堂
で
開
か
れ

た
条
例
改
正
案
反
対
派
に
よ
る
集
会
「
ど
う
す
る
〃
ど

う
な
る
？
都
条
例
」
で
、
桐
蔭
横
浜
大
法
学
部
の
河
合

幹
雄
教
授
は
「
都
は
（
「
非
実
在
青
少
年
」
描
写
物
が
）

お
そ
ら
く
犯
罪
と
は
無
関
係
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
し
、

警
察
官
は
誰
も
こ
の
条
例
で
青
少
年
が
健
全
に
な
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
で
、
月
刊

『
創
』
（
創
出
版
．
２
０
１
０
年
８
月
号
）
の
長
岡
義
幸

氏
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
都
議
の
１
人
は
「
今

回
、
警
視
庁
は
、
警
察
庁
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
、

青
少
年
条
例
の
改
正
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
し
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
」
と
語
っ
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
国
の
省
庁
で
あ
る
警
察
庁
と
、
都
お
よ
び

都
警
で
あ
る
警
視
庁
と
の
間
に
は
、
微
妙
な
温
度
差
が

伺
え
る
。
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代
後
、

国
政
の
場
で
提
出
す
る
法
案
が
「
化
け
や
す
く
」
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
つ
ま
り
警
察
官
僚
が
意
図
し
な
い
方

向
へ
修
正
が
行
わ
れ
、
結
果
的
に
彼
ら
に
と
っ
て
不
利

な
法
律
改
正
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
し
ま

｜｜

’

は
３
月
議
会
で
あ
る
か
ら
、
継
続
審
議
に
な
ら
な
け
れ

ば
都
は
必
要
な
情
報
を
十
分
に
提
供
し
な
い
状
態
で
議

会
に
審
議
を
求
め
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
－
５
８
１
件
の
う
ち
、
部
分
的
賛
成
を

含
め
た
賛
成
数
は
加
～
帥
件
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と

い
う
。そ

ん
な
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、
条
例
改
正
案
は
国
会
で

審
議
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
③
「
児
童
ポ
ル
ノ
の
単
純

所
持
」
こ
そ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
う
推
測
も
成
り

立
つ
。
さ
ら
に
は
②
「
児
童
ポ
ル
ノ
（
実
写
物
）
と
『
非

実
在
青
少
年
』
描
写
物
な
ど
を
同
一
視
」
す
る
こ
と
で
、

性
的
描
写
物
に
嫌
悪
感
を
抱
く
層
を
賛
成
派
と
し
て
取

り
込
み
、
④
犀
皿
視
・
表
現
狩
り
を
推
奨
」
す
る
こ
と

で
、
お
墨
付
き
を
与
え
る
計
画
と
も
考
え
得
る
。
児
童

ポ
ル
ノ
の
単
純
所
持
規
制
は
、
国
会
で
宮
沢
り
え
の
写

真
集
爵
９
ｓ
忍
』
を
日
本
中
か
ら
全

て
廃
棄
し
ろ
！
と
い
う
こ
と
か
？
と
い

ｊ

う
論
争
に
さ
え
な
っ
た
。
そ
れ
は
さ
す

鵬
溺
が
に
：
：
と
思
う
人
も
、
「
幼
児
が
強

鯖
考
姦
さ
れ
る
漫
画
は
規
制
し
ろ
！
」
と
い

賎
庇
感
鴫
乖
鑪
祉
惑
繩
艦

圃
つ
衆
議
院
法
制
局
は
規
制
さ
れ
な
い
と
い

都
に
う
見
解
を
示
し
て
い
る
）
。

京
例
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
非
実
在
青
少

東
条
年
」
が
月
童
ポ
ル
ノ
単
純
所
持
規
制
」

っ
た
。
そ
の
た
め
、
狙
い
を
都
道
府
県
や
市
町
村
に
変

更
し
、
条
例
で
規
制
を
達
成
す
る
方
向
へ
シ
フ
ト
チ
ェ

ン
ジ
し
た
わ
け
だ
。

東
京
都
に
お
い
て
条
例
は
「
通
り
や
す
い
」
も
の
で

あ
る
。
実
際
に
都
（
知
事
）
提
出
の
条
例
案
が
廃
案
と

な
っ
た
の
は
な
ん
と
旭
年
ぶ
り
で
、
都
議
会
が
オ
ー
ル

野
党
状
態
だ
っ
た
青
島
知
事
時
代
以
来
で
あ
る
。
今
回

も
昨
年
の
都
議
選
で
与
野
党
が
逆
転
し
て
い
た
か
ら
否

決
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
さ
に
間
一
髪
だ
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
上
も
、
都
議
会
に
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
チ

ェ
ッ
ク
機
能
は
な
い
。
省
庁
か
ら
提
出
さ
れ
る
法
案
は

事
前
に
内
閣
法
制
局
が
確
認
す
る
国
の
法
律
と
は
違

い
、
条
例
は
事
前
に
審
査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
議

会
も
国
の
よ
う
な
二
院
制
に
よ
る
ダ
ブ
ル
チ
エ
ッ
ク
機

能
は
存
在
し
な
い
。
都
議
会
議
員
の
情
報
収
集
力
も
国

会
議
員
に
は
到
底
及
ば
な
い
し
、
特
に
小
会
派
は
情
報

を
入
手
し
づ
ら
い
。
今
回
条
例
改
正
案
反
対
に
回
っ
た

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
３
月
上
旬
ま
で
条

例
改
正
案
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
な
認
識
が
な
か
っ

た
よ
う
だ
。

そ
も
そ
も
、
な
か
な
か
提
供
さ
れ
な
い
情
報
も
あ
る
。

条
例
改
正
案
の
原
点
と
い
え
る
、
東
京
都
青
少
年
問
題

協
議
会
の
答
申
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
情

報
公
開
を
民
主
党
の
西
沢
け
い
た
議
員
が
求
め
た
と
こ

ろ
、
２
月
に
請
求
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
開
示
さ
れ
た

の
は
４
月
末
だ
っ
た
．
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
た
の

の
隠
れ
蓑
に
さ
れ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
前
述
の
通

り
、
ど
う
や
ら
警
察
庁
（
国
）
と
都
・
警
視
庁
と
の
間

に
は
微
妙
な
温
度
差
が
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。
都
が
舐
め

て
か
か
っ
た
の
か
、
や
る
気
が
な
か
っ
た
の
か
は
と
も

か
く
と
し
て
、
「
非
実
在
青
少
年
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

ー
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
自
体
は
、
単

純
ミ
ス
の
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

後
述
す
る
が
、
４
月
知
日
に
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｌ
）
・

テ
イ
ー
ン
ズ
ラ
ブ
（
Ｔ
Ｌ
）
雑
誌
川
誌
が
大
阪
府
に
よ

っ
て
有
害
図
書
類
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
福
岡
県
で
は
、

福
岡
県
警
が
昨
年
旭
月
に
暴
力
団
の
抗
争
な
ど
を
描
く

漫
画
誌
・
月
刊
誌
な
ど
の
販
売
撤
去
を
コ
ン
ビ
ニ
６
社

に
要
請
。
２
月
に
は
書
店
団
体
に
も
同
様
の
要
請
を
し

た
ほ
か
、
６
月
お
日
に
は
福
岡
県
が
漫
画
誌
を
含
む
暴

力
団
関
係
図
書
５
誌
を
有
害
図
書
に
指
定
し
て
い
る
。

こ
れ
が
東
京
都
の
規
制
と
関
係
が
あ
る
か
は
定
か
で
な

い
が
、
表
現
規
制
の
網
が
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
の
は

不
気
味
だ
。

我
々
に
必
要
な
の
は
、
と
に
か
く
こ
の
問
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
だ
。
残
念
な
が
ら
、
規
制
反
対

派
の
間
に
も
（
数
は
少
な
い
と
は
い
え
）
条
文
の
内
容

を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
誤
解
し
て
い
る
人
も
い

る
。
普
段
読
み
慣
れ
な
い
人
に
は
、
条
文
特
有
の
難
解

な
表
現
に
閉
口
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
理
解
で
き
れ

ば
問
題
が
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
な
だ
け
に
、
是
非
と

も
一
読
し
て
お
く
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
た
い
。
（
Ｗ
）

シアも低め)。そして児癒ポルノ法

緬子後の児童に対する性犯罪率は横
ばいのまま。効果が出ていない。

日本で単純所持が規制されている

ものといえば､銃や麻薬などが思い

浮かぶ,それらと同じくらい、児童

ホルノ（くどいようだが、17歳の

単なるヌードも含む）は人間をダメ
にしているのだろうか。銃や麻薬が
規制されていない国があるように、

児童ポルノもその国の事憶によって

対応されるべきだろう。いわんや、

漫画を含む創作物の単純所持規制に

至っては、もはや何を守ることが目

的なのかがわからないのである。

｢児童ポルノ規制」はそもそも
被害児童を生まないためのもの

という理屈はわかる。だが日本の児

童ポルノ法は米・英などが違法とし

ていない、単なるヌードも規制して

いる。対象年齢も17歳以下と、上

限が他国に比へて2～6歳も高い。

児童ポルノの供給者だけではな

く、受益者も規制しようという『単

純所持規制』が行われていないのは、

G8で日本とロシアだけという意見

もかなり作為的だ。そもそも日本は
性犯罪の発生率が圧倒的に低い（口

1999年に制定された児童ポルノ

'月は、もともと1989年に国連総会

て採択された「子どもの権利条約」
＆受けたものだった。世界的に横行

る青少年の拉致や誘拐などを防ご

ヘトいう主旨であり、日常生活にお

、て赤少年が健全に育つかどうかと

うこととは､本来全く関係がない”

'少年の性行為を実写物（写真．

|:噂‘農など)で撮影するにあたっては、

、殉虐待などが起こる可能性が高い
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蟹 東京都『非実在青少年」

条例について考える
■■■ 饅‘尋今
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隆

一号L"
条例改正賛成派には問題発言や足並みの乱れなど

多くの問題点や「ツツコミどころ」があったが

反対派にも問題が全くなかったわけではない

9月以降、再提出されたときの「糧」とするために
これまでの状況を振り返ってみたい

、

鯵一霧
剣

④
房

で、

L ＝

▽ぬ口

瓜曾
Q

守復、
や

句
宇

Ｂ

ｒ

巳

●
■

守
幸》

奮
起

毎
》
９
，
毎

扉

雪
どうする!?どうなる？都条例
一非実在青少年とケータイ規制を考える

2010.5.17於：豊島公会堂

反対集会というより、職者たちが現状報告

や状況説明を行う情報共有という趣となっ

た。条例の問題点についての指摘だけでな

く、そもそも条例改正案が上程された背景
や、賛成側の状況などについても言及が。
定員800人の会場は満員に。

罰
一
■
画
９

孝
電

Q､縁‐
h汀

と反省点反対 の９
唇
、
Ｉ

理
解
し
て
い
る
が
、
一
部
の
委
員
は
自
身
が
公
権
力
か

ら
諮
問
を
受
け
て
い
る
自
覚
が
な
い
よ
う
な
の
だ
。

委
員
が
代
表
や
顧
問
な
ど
を
務
め
る
団
体
が
賛
成
を

表
明
す
る
「
マ
ッ
チ
ポ
ン
プ
」
ぶ
り
も
、
少
々
極
端
だ

っ
た
。
東
京
都
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
（
都
小
Ｐ
・
新

谷
珠
恵
会
長
）
は
成
立
を
求
め
る
緊
急
要
望
書
を
提
出

し
た
が
、
上
部
団
体
で
あ
る
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

（
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
が
５
月
艸
日
に
公
表
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
（
複
数
回
答
可
）
に
よ
れ
ば
「
有
害
図
書
類
に
対
し
て
、

自
治
体
の
有
害
図
書
指
定
等
の
規
制
を
要
望
す
る
」
と

い
う
項
目
に
○
を
つ
け
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
型
・
９
％
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
同
じ
く
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｔ
／
ス
ト
ッ
プ
子
ど
も

買
春
の
会
（
宮
本
潤
子
、
中
原
真
澄
共
同
代
表
）
も
賛

成
派
の
有
力
団
体
だ
が
、
関
連
団
体
で
あ
る
エ
ク
パ
ッ

ト
関
西
は
１
９
９
８
年
に
「
架
空
の
人
物
を
使
っ
た
絵
」

を
「
規
制
の
対
象
に
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
」
と
表
明
し
て
い
る
。
「
都
小
Ｐ
は
特
別

区
羽
区
中
５
区
し
か
加
盟
し
て
い
な
い
」
．
部
の
ト

ッ
プ
の
み
の
意
見
で
決
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
批

判
は
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
や
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
日

弁
連
）
な
ど
反
対
表
明
し
て
い
る
各
団
体
も
、
全
会
員

が
一
致
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら

と
も
か
く
と
し
て
も
、
賛
成
派
の
足
並
み
が
揃
っ
て
い

る
と
は
到
底
言
い
が
た
い
。

た
だ
、
結
果
的
に
「
廃
案
」
と
い
う
成
果
が
出
た
と

は
い
え
、
反
対
派
に
も
反
省
点
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た

今
回
の
条
例
改
正
案
に
対
す
る
反
対
運
動
は
、
ス
タ

ー
ト
で
完
全
に
出
遅
れ
た
も
の
の
、
寸
前
の
と
こ
ろ
で

驚
異
的
な
巻
き
返
し
を
果
た
し
た
。
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
た
の
は
明
治
大
学
国
際
日
本
学
部
の
藤
本
由
香

里
准
教
授
と
山
口
貴
士
弁
護
士
が
代
表
を
務
め
る
「
東

京
都
青
少
年
健
全
育
成
条
例
改
正
を
考
え
る
会
」
だ
。

今
回
、
藤
本
さ
ん
が
先
陣
を
切
っ
て
活
動
を
繰
り
広

げ
た
の
が
、
ど
う
や
ら
活
動
が
成
功
し
た
最
大
の
理
由

と
い
え
そ
う
だ
。
漫
画
界
で
は
比
較
的
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

な
立
場
で
あ
り
つ
つ
、
知
己
が
非
常
に
多
く
、
論
旨
も

実
に
明
確
か
つ
具
体
的
。
広
が
っ
て
い
っ
た
反
対
運
動

自
体
も
、
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ご
言
曾
な
ど
ネ
ッ

ト
を
駆
使
し
た
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
割
に
は
、
実

に
理
知
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
「
都
議
へ
の
働
き
か

け
は
相
手
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
手
紙
を
書
こ

う
」
と
い
っ
た
呼
び
か
け
に
は
、
筆
者
も
な
る
ほ
ど
と

思
わ
ず
吃
ら
さ
れ
た
。

む
し
ろ
賛
成
派
の
ほ
う
が
主
張
に
矛
盾
が
多
く
、
内

容
も
不
明
瞭
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
な
か
で
も
諮
問

を
受
け
た
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
の
言
動
に
は
疑
問

点
が
多
か
っ
た
。
議
事
録
を
読
む
と
と
か
く
目
立
つ
感

情
的
な
発
言
の
数
々
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
も
そ
も

憲
法
第
訓
条
の
「
表
現
の
自
由
」
を
理
解
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
ら
れ
る
意
見
も
目
立
つ
。
「
表

現
の
自
由
」
と
は
、
公
権
力
に
対
し
て
そ
の
保
証
を
約

束
さ
せ
る
も
の
だ
。
さ
す
が
に
都
の
担
当
者
は
そ
れ
を

’

と
思
う
。
先
に
示
し
た
初
動
の
遅
れ
も
そ
う
だ
が
、
な

に
よ
り
残
念
な
の
が
、
マ
ス
コ
ミ
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
「
漫
画
児
童
ポ
ル
ノ
」
と
い
う

言
葉
を
連
発
し
て
い
た
産
経
新
聞
を
筆
頭
に
、
積
極
的

な
賛
成
と
い
う
よ
り
、
問
題
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
い

ま
ま
都
の
主
張
を
丸
飲
み
し
て
い
た
媒
体
が
多
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
る
。
ネ
ッ
ト
で
は
盛
ん
に
事
実
関
係
が
報

じ
ら
れ
た
一
方
で
、
テ
レ
ビ
で
の
討
論
は
地
上
波
で
は

行
わ
れ
ず
仕
舞
い
だ
っ
た
し
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
問
題
を

理
解
し
な
い
ま
ま
コ
メ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ス
タ
ー
が
目
に

付
い
た
。
マ
ス
コ
ミ
が
そ
う
い
っ
た
姿
勢
で
報
道
す
れ

ば
、
一
般
社
会
の
反
応
も
鈍
く
な
る
。
漫
画
業
界
関
係

者
や
「
オ
タ
ク
層
」
以
外
に
、
こ
の
問
題
の
内
容
が
ど

れ
だ
け
理
解
さ
れ
て
い
た
か
と
い
え
ば
甚
だ
疑
問
だ
。

「
非
実
在
青
少
年
」
を
取
り
上
げ
た
出
版
物
も
い
く

つ
か
登
場
し
た
が
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
フ
レ
ー
ズ
に

感
化
さ
れ
た
の
か
、
い
か
に
も
「
非
実
在
青
少
年
」
と

い
っ
た
絵
が
表
紙
に
描
か
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
は

た
し
て
こ
の
問
題
に
理
解
の
浅
い
一
般
人
が
、
そ
う
い

っ
た
表
紙
を
手
に
取
っ
て
く
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
世

の
男
性
の
多
く
が
少
女
漫
画
を
手
に
す
る
と
き
恥
ず
か

し
い
と
感
じ
る
、
あ
る
い
は
女
性
が
ち
ょ
っ
と
エ
ッ
チ

な
青
年
漫
画
を
買
う
の
は
踊
踏
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
、

内
容
が
い
か
に
よ
く
て
も
表
紙
に
抵
抗
感
が
あ
れ
ば
、

レ
ジ
へ
向
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
。
結
局
、
内

輪
で
の
盛
り
上
が
り
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

一
一

一
Ｋ

●》

一
一

東京都による青少年健全育成条例改正案と

『非実在青少年』規制を考える。

20103.15於？都議会議事堂第2会議室

午前中の記者会見でちばてつや、里中満智子、永井豪、
竹宮恵子などの大御所漫画家たちがまず口火を切った。

午後の集会では定員100人の会場に400人以上が殺到。

聴衆側には識者や漫画家なども多数含まれていたよう

で、反対運動が実質的にここからスタートした。
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主
張
の
仕
方
に
も
、
更
な
る
努
力
と
作
戦
が
必
要
だ

ろ
う
。
漫
画
家
の
立
場
か
ら
反
対
運
動
に
尽
力
し
て
い

た
里
中
満
智
子
さ
ん
は
、
記
者
会
見
で
も
テ
レ
ビ
で
も

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
と
に
か
く
「
条
文
が
問
題
」
「
現

状
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
で
対
応
可
能
」
と
、
く
ど
い
ほ
ど
繰

り
返
し
て
い
た
。
こ
れ
は
思
い
の
ほ
か
、
効
果
的
な
方

法
だ
っ
た
と
思
う
。
ま
さ
に
今
回
の
条
例
改
正
案
の
問

題
点
は
「
条
文
」
の
１
点
で
あ
り
、
対
応
は
「
現
状
の

方
法
で
可
能
」
な
の
だ
。
こ
れ
を
愚
直
に
繰
り
返
す
こ

都
の
条
例
改
正
案
の
審
議
と
前
後
し
て
、
大
阪
府
と

福
岡
県
で
も
表
現
規
制
に
つ
な
が
る
事
件
が
あ
っ
た
。

大
阪
府
で
は
４
月
犯
日
に
Ｂ
Ｌ
（
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
）
と

Ｔ
Ｌ
（
テ
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ブ
）
を
主
に
描
い
た
雑
誌
刑
誌

が
有
害
図
書
類
に
指
定
（
個
別
指
定
）
さ
れ
、
旧
歳
未

満
へ
の
販
売
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
女
性
読
者
の
方
に
は
申
し
訳
な

い
が
、
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
と
し
て
は
こ
れ
は
ま
あ

致
し
方
の
な
い
側
面
も
あ
る
か
と
思
う
．
単
純
に
絵
柄

な
ど
か
ら
判
断
す
れ
ば
確
か
に
内
容
は
過
激
だ
。
男
性

向
け
の
旧
禁
漫
画
と
比
較
す
れ
ば
、
有
害
指
定
さ
れ
る

こ
と
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
、
Ｂ

Ｌ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
い
わ
ば
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

の
世
界
に
近
い
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
こ
れ
で
「
青

少
年
の
健
全
な
育
成
が
阻
害
」
さ
れ
る
と
は
思
え
な
い

わ
け
な
の
だ
が
、
こ
れ
は
運
用
面
よ
り
も
、
条
文
そ
の

も
の
が
こ
う
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
部
分
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

む
し
ろ
心
配
な
の
は
、
福
岡
に
お
け
る
暴
力
団
を
描

い
た
雑
誌
の
有
害
指
定
だ
。
発
端
は
昨
年
の
哩
月
に
、

福
岡
県
警
が
コ
ン
ビ
ニ
６
社
に
対
し
、
暴
力
団
の
抗
争

な
ど
を
描
く
月
刊
誌
・
漫
画
誌
な
ど
の
販
売
撤
去
を
要

請
。
今
年
２
月
に
は
書
店
堕
胎
に
も
同
様
の
要
請
が
行

と
が
、
も
っ
と
も
「
効
く
」
や
り
方
な
の
だ
。

と
は
い
え
、
９
月
以
降
に
改
正
案
が
再
提
出
さ
れ
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
可

能
性
も
あ
る
。
弊
誌
な
り
に
対
応
策
を
考
え
て
み
た
の

だ
が
、
例
え
ば
よ
り
具
体
的
な
例
で
都
に
「
踏
み
絵
を

踏
ま
せ
」
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
し
ず
か
ち
や
ん
が
、
「
サ
ザ
エ
さ

ん
」
の
ワ
カ
メ
ち
ゃ
ん
が
．
：
…
と
い
う
例
は
、
バ
カ
バ

カ
し
い
議
論
な
が
ら
も
、
一
般
の
人
た
ち
に
こ
の
問
題

を
認
知
さ
せ
る
効
果
は
生
ん
だ
。
幸
か
不
幸
か
「
非
実

在
青
少
年
」
に
ひ
っ
か
か
り
か
ね
な
い
作
品
な
ど
、
漫

画
界
に
は
山
ほ
ど
あ
る
。
「
バ
ガ
ボ
ン
ド
」
は
？
「
ベ

ル
セ
ル
ク
」
は
？
「
あ
ず
み
」
は
ど
う
な
の
か
？

都
が
「
質
問
回
答
集
」
で
答
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
例
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
本
当
の
境
界
線
を
都
が
ど
こ
に
引

い
て
い
る
の
か
、
割
り
出
し
て
し
ま
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
今
回
積
極
的
に
条
例
改
正
案
反
対
に
回

圧
倒
的
に
足
り
な
い
「
雑
誌
コ
ー
ド
」

「
増
や
せ
な
い
」
の
か
「
増
や
さ
な
い
」
の
か

■
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■
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■
■
■
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■
■
■
■
■
■
■
■
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１
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旧
旧
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■
、
■
■
■
■
■
■
■
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１
Ｊ
３
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０
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９
１
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１
，
１
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１

』

っ
た
政
党
や
議
員
に
、
都
に
と
っ
て
「
や
ぶ
へ
び
」
と

な
る
案
を
提
供
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
国
会

で
審
議
さ
れ
て
い
た
児
童
ポ
ル
ノ
法
の
単
純
所
持
化
に

対
し
、
日
弁
連
が
３
月
杷
日
に
提
出
し
た
意
見
書
は
、

賛
成
の
立
場
を
示
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
児
童
ポ
ル
ノ

の
定
義
を
限
定
し
つ
つ
明
確
化
す
べ
き
と
し
た
、
非
常

に
厳
し
い
内
容
だ
っ
た
。
こ
れ
が
日
弁
連
の
「
作
戦
」

で
あ
る
な
ら
ば
、
実
に
巧
妙
だ
と
思
う
。

今
回
の
改
正
案
に
は
、
実
は
「
都
は
、
み
だ
り
に
性

的
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
心
身
に
有
害
な

影
響
を
受
け
た
青
少
年
に
対
し
、
そ
の
回
復
に
資
す
る

支
援
の
た
め
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
」

（
第
十
八
条
六
の
こ
の
２
）
と
い
っ
た
、
肯
け
る
項
目

も
含
ま
れ
て
い
る
。
日
弁
連
な
ど
の
協
力
が
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
が
、
こ
う
い
っ
た
条
文
を
軸
に
し
た
、
本
当

に
青
少
年
を
守
る
案
が
提
出
で
き
な
い
か
と
思
う
。

そ
し
て
弊
誌
が
も
っ
と
も
望
み
た
い
の
は
、
「
非
実

在
青
少
年
」
が
登
場
し
な
け
れ
ば
表
現
で
き
な
い
よ
う

な
傑
作
を
、
多
く
の
漫
画
家
に
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
。

今
回
の
条
例
改
正
案
に
賛
成
し
た
人
た
ち
に
も
ギ
ャ
フ

ン
と
言
わ
せ
る
ほ
ど
、
パ
ワ
ー
が
あ
る
作
品
を
描
い
て

欲
し
い
。
コ
ミ
ッ
ク
、
社
会
（
秋
田
書
店
・
角
川
書
店
．

講
談
社
・
集
英
社
・
小
学
館
・
少
年
画
報
社
・
新
潮
社
・

白
泉
社
・
双
葉
社
・
リ
イ
ド
社
）
が
提
出
し
た
署
名
に

応
じ
た
１
４
２
１
人
も
の
漫
画
家
・
原
作
者
の
中
に
は
、

絶
対
に
そ
の
力
を
持
つ
人
が
い
る
は
ず
だ
。
（
Ｗ
）

■大阪府に有害指定された雑誌リスト
『drap.15月号コアマガジン
『Boy!SLOVEj4月号ジュネット
『BOY'Sピアス』5月号ジュネット
I麗人』5月号竹書房
1.CharaSeleCtion.15月号徳間書店
I,Dar旧』6月号フロンティアワークス
『ボーイズキヤピ ！ 』 ‘ 1 0 春 芳 文 社
『｣UNK!BOYMはるやすみ号リブレ出版
I,YoUngLovEComにayaj5月号宙出版
I絶対恋愛SWeet'IS月号笠倉出版社
1.絶対美人i剛5月号セブン新社

oneP⑨五ntI

大阪ではBLoTL11誌を

福岡では暴力団誌を有害指定

!’ 畿

昌準

■福岡県に有害指定された雑誌リスト
I実話時代67月号メディアボーイ
i実話時報 87月号竹書房
I実話ドキュメント,リ7月号竹書房
I劇画版山口組白書激闘を勝ち抜いた侠たち』徳間書店
i､漫画山口組完全データBOOKVo1.11
宅見若頭暗殺事件』メディアックス

’ナ

蕊
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わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
要
請
さ
れ
た
出
版
物
に
原

作
を
手
が
け
た
漫
画
が
含
ま
れ
て
い
た
作
家
の
宮
崎
学

さ
ん
が
、
表
現
の
自
由
を
規
制
す
る
と
し
て
県
を
相
手

取
り
、
福
岡
地
裁
に
提
訴
し
た
。
し
か
し
６
月
お
日
に

は
、
今
度
は
福
岡
県
が
望
月
少
年
が
暴
力
団
に
対
す
る

誤
っ
た
認
識
を
持
た
せ
な
い
た
め
」
に
、
「
暴
力
団
を

美
化
す
る
よ
う
な
内
容
の
」
漫
画
誌
を
含
む
暴
力
団
関

係
図
書
５
誌
を
有
害
図
書
に
指
定
し
た
の
だ
。

背
景
に
は
暴
力
団
の
抗
争
が
激
化
し
て
、
既
に
社
会

問
題
化
し
て
い
る
、
福
岡
県
な
ら
で
は
の
事
情
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
理
由
に
漫
画
な
ど
を
有
害
図
書
と
す

る
の
は
あ
ま
り
に
論
理
が
飛
躍
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
・
社
会
的
な
事
件
が
起
こ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

な
ん
で
も
規
制
し
て
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
筆

者
も
指
定
さ
れ
た
漫
画
誌
を
読
ん
だ
が
、
こ
れ
を
読
ん

で
「
青
少
年
が
誤
っ
た
あ
こ
が
れ
を
抱
い
た
ま
ま
暴
力

団
に
加
入
す
る
」
と
は
到
底
思
え
な
か
っ
た
。

「
反
社
会
的
」
な
組
織
が
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
殺
人
犯
に
詐
欺
師
、
強
盗
犯
な
ど
、
漫
画
に
は
あ

ら
ゆ
る
犯
罪
者
が
登
場
す
る
。
暴
力
団
は
ダ
メ
で
も
、

マ
フ
ィ
ア
や
海
賊
な
ら
い
い
の
か
。
暴
走
族
は
ど
う
な

の
か
。
こ
う
い
う
形
で
、
ど
ん
ど
ん
と
表
現
規
制
が
進

ん
で
し
ま
う
こ
と
が
怖
い
し
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
東

京
都
の
条
例
改
正
案
よ
り
も
は
る
か
に
怖
ろ
し
い
事
件

だ
。
宮
崎
さ
ん
の
訴
訟
で
、
福
岡
地
裁
が
公
正
な
結
論

を
下
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
り
た
い
。
（
Ｗ
）

■東京都青少年健全育成条例問題がよくわかる参考文献

少年
醗全

『非実在青少年

く規制反対〉読本』

サイゾー＆表現の

自由を考える会
編著／サイゾー

『マンガ

論争2.5.1』

永山薫．

昼間たかし編著
永山薫事務所･n3o

ライターである編著者
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条例改正案に反対の立場をもっとも鮮

明にし、主観色を強めた内容。実際に

条例改正反対運動に加わった人や、協

力した人によるレポート、ルポなどが

数多く収録されている。そのため全体

的にやや内輪色が強いので、「内部」の

自覚がある人はいいが、「部外者」が読

むと温度差を感じる可能性も。

条文の分析や関係者のインタビュー、

吾妻ひでお×山本直樹×とり・みきに

よる座談会など、読み物としての魅力

にあふれた一冊。メインコンテンツの

｢アンケート100人OVER組手」は、文

字通り漫画家を中心に115人にインタ

ビューしている。再録ものも多いため、

比較的「初心者」向けの内容といえる。

編集者であり、ライターである編著者

2人による豊富な取材力によって事実

関係が徹底的に洗い出されている、もっ

とも「硬派」で上級者向きな内容。条

文の問題点なども、もっとも鋭く指摘

している｡継続審議後の事象もフォロー

しており、これさえ熟読しておけば大

丈夫、な1冊といえるだろう。I
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